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大会に寄せられた
メッセージ・祝電

2014年度の大阪自治労連の役員

▶執行委員長　大原真（松原市職労）▶副執行委員長　前田博史（吹
田市職労）／荒田功（東大阪市職労）／中山直和（大阪市労組）／丹
野優（堺市職労）▶書記長　小山国治（大阪府職労）▶書記次長　渡
辺真千（羽曳野市職労）▶執行委員　土田敦子（吹田市職労）／高本
幸義（大阪府職労）／市本逸也（枚方市職労）／塩見悦子（堺市職
労）／佐野良二（堺市職労）／山本桃代（大阪府職労）▶会計監査委
員　木戸良一（社保労）／寺田俊一（和泉市職労）／上野正高（吹田
水労）▶青年部選出執行委員　中嶋歩惟（富田林市職労）▶婦人部選
出執行委員　神村鈴江（羽曳野市職労）▶壮年部選出執行委員　山本
久夫（堺市職労）▶現評選出執行委員　山岡作雄（守口市職労）▶公
企評選出執行委員　植本眞司（堺市職労）▶関連評選出執行委員　仁
木将（吹田関連労組）▶地協選出執行委員・大阪市内　野寄法彦（大
阪府職労）、堺・阪南　岸岡晃三（堺市職労）、中河内・河南　小西誠
（羽曳野市職労）、北河内　竹村修（交野市職労）、北摂　浅井久二
（豊中市職労）▶特別執行委員　久保貴裕（本部）／鴻村博（本部）
／猿橋均（羽曳野市職労）／出向井三利（吹田関連労組）／橋口紀塩
（大阪府職労）／宮武正次（枚方市職労）／有田洋明（大阪府職労）

この１年間、よろしくお願いします

（順不同・敬称略）

　

15
日
の
告
示
日
を
ひ
か
え
「
堺
の
命

運
と
日
本
の
未
来
が
か
か
っ
た
選
挙
。

堺
の
自
治
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
と

『
堺
は
ひ
と
つ
、
堺
を
愛
す
る
』
の
一

点
で
共
同
を
広
げ
て
い
る
。
も
て
る
力

を
す
べ
て
出
し
切
り
勝
利
を
」（
堺
）

「
堺
市
長
選
で
維
新
の
暴
走
を
く
い
と

め
る
」（
府
職
労
）
な
ど
、
多
く
の
単

組
か
ら
も
「
重
要
な
選
挙
だ
。
当
事
者

と
し
て
が
ん
ば
る
、
絶
対
に
勝
利
を
」

と
、
熱
い
決
意
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

削
減
幅
を
圧
縮
」（
守
口
）「
一
時
金
カ

ッ
ト
を
や
め
さ
せ
、
任
期
付
き
職
員
は

対
象
外
と
さ
せ
た
」（
枚
方
）「
公
務
員

の
賃
下
げ
は
や
め
て
ほ
し
い
と
民
間
労

組
も
訴
え
た
」（
東
大
阪
）
な
ど
の
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

視
野
を
広
く
粘
り
強
く

闘
い　

職
場
要
求
が
前
進

　

職
場
か
ら
は
、「
学
校
校
務
員
の
中

労
委
闘
争
で
『
団
交
に
誠
実
に
応
じ

よ
』
と
の
中
労
委
の
歴
史
的
勝
利
命
令

を
勝
ち
取
っ
た
。
市
当
局
の
取
り
消
し

　

府
下
に
蔓ま
ん

延え
ん

す
る
維
新
政
治
に
は
、

「『
ミ
ニ
橋
下
』
市
長
の
不
当
労
働
行
為

に
大
阪
府
労
働
委
員
会
へ
救
済
申
立
て

を
し
た
」（
泉
佐
野
）「
維
新
の
『
独
裁
』

市
政
は
市
民
の
財
産
を
投
げ
捨
て
、
今

は
図
書
館
の
売
却
に
意
欲
を
示
す
。
市

民
と
の
共
同
を
す
す
め
る
」（
松
原
）

と
の
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

高
め
て
仲
間
を
増
や
す

　

組
織
拡
大
で
は
「
連
合
労
組
の
青
年

が
職
場
を
変
え
な
く
て
は
と
、
加
入
し

た
」（
市
労
組
）「
新
採
と
同
世
代
の
青

訴
訟
も
、
勝
利
命
令
を
守
る
た
め
闘

う
」（
吹
田
）「
10
年
間
保
育
士
の
採
用

が
な
か
っ
た
が
、
15
人
採
用
の
回
答
を

引
き
出
し
た
」（
茨
木
）「
市
民
病
院
が

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
が
、
市

民
の
い
の
ち
・
健
康
を
守
る
公
的
責
任

を
果
た
さ
せ
、
職
員
の
雇
用
・
労
働
条

　

開
会
の
冒
頭
に
、
９
月
10
日
に
急
逝
さ
れ
た
谷
真
琴
顧
問
（
元
委
員
長
）
へ
の

黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
で
大
原
委
員
長
は
「
改
憲
を
ね
ら
う
安
倍
内

閣
の
誕
生
と
い
う
非
常
に
危
険
な
情
勢
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
議
院
選
挙
結
果
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
希
望
が
持
て
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。
２
つ
の
側
面
を
正

確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
述
べ
、「『
憲
法
を
実
行
せ
よ
！
』
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
橋
下
・
維
新
の
会
と
の
闘
い
や
、
き
ず
な
ア
ン
ケ
ー
ト
第
２
弾

な
ど
を
職
場
と
地
域
で
実
践
す
る
方
針
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
今
大
会
方
針
の
全

面
実
践
で
大
阪
で
の
２
０
１
５
年
政
治
決
戦
に
勝
利
し
て
、
自
治
体
労
働
者
と
国

民
の
未
来
を
託
せ
る
日
本
と
大
阪
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
訴
え
ま
し
た
。

年
と
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
り
、
職
場

を
こ
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
な
か
で
加
入
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
う
」（
交
野
）「
職
場
の

組
合
員
が
日
常
会
話
の
中
で
新
採
に
組

合
加
入
を
訴
え
た
」（
高
石
）「
青
年
部

を
中
心
に
声
か
け
し
『
固
い
組
合
』
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
。
組
合
の
違
い

に
は
『
自
分
の
入
っ
て
い
る
組
合
か
、

そ
う
で
な
い
組
合
か
』
で
納
得
」（
貝

塚
）
な
ど
、
組
織
拡
大
に
奮
闘
す
る
経

験
も
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
世
代
育
成
で
は
「『
じ
ち
は
た
』

の
若
い
実
行
委
員
が
引
き
続
き
単
組
で

も
役
員
を
引
き
受
け
て
い
る
」（
婦
人

部
）「『
お
き
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
』
を
大
阪

件
を
確
保
す
る
」（
和
泉
）「
健
康
で
働

け
る
職
場
で
な
い
と
良
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
で
き
な
い
。
労
働
安
全
衛
生
活
動

が
重
要
」（
八
尾
）「
障
害
児
施
設
が
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
さ
れ
た
が
、
療

育
の
な
か
み
や
公
的
責
任
を
果
た
す
仕

組
み
を
残
し
た
い
」（
寝
屋
川
）「
市
大

非
常
勤
職
員
の
通
勤
費
を
正
規
職
員
と

同
一
基
準
に
さ
せ
た
」（
大
阪
市
公

労
）「
組
合
員
の
笑
顔
と
喜
び
の
た
め

に
、
健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
書
記
局

に
」（
書
記
部
会
）「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
対
案
を
出
す
」（
保
育
部
会
）

「
25
年
間
障
害
者
支
援
事
業
の
仕
事
を

し
て
き
た
が
、
民
間
委
託
時
に
『
非
常

勤
だ
か
ら
』
と
一
方
的
に
解
雇
さ
れ

た
。
撤
回
を
求
め
地
裁
に
提
訴
。
図
書

館
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
裁
判
と
と
も
に
ご
支

援
を
」（
吹
田
）「
11
月
に
市
長
選
挙
、

維
新
市
長
の
誕
生
は
許
さ
な
い
」（
岸

和
田
）
な
ど
、
厳
し
い
な
か
で
も
運
動

の
元
気
と
パ
ワ
ー
で
成
功
さ
せ
た
い
」

（
青
年
部
）
と
の
元
気
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

職
場
の
怒
り
集
め
て

賃
金
削
減
お
し
か
え
す

　

賃
金
削
減
に
対
す
る
闘
い
で
は
「
職

場
か
ら
の
『
ひ
と
こ
と
要
求
書
』
提
出

や
雨
の
中
で
の
全
組
合
員
集
会
な
ど

で
、
一
時
金
削
減
な
し
と
さ
せ
た
」

（
門
真
）「
ニ
ュ
ー
ス
や
ア
ン
ケ
ー
ト

で
庁
内
世
論
を
つ
く
り
、
諸
手
当
の
削

減
を
阻
止
」（
高
槻
）「
怒
り
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
や
団
結
署
名
を
集
め
て
、

を
前
進
さ
せ
た
経
験
や
決
意
が
多
く
語

ら
れ
、
富
田
林
・
羽
曳
野
か
ら
は
「
生

活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
許
さ
な

い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
と
の
共
同
で

組
合
へ
の
信
頼
高
ま
る

　

住
民
と
の
共
同
で
は
「
住
吉
市
民
病

院
廃
止
で
住
民
と
と
も
に
考
え
行
動

し
、『
こ
ん
な
労
働
組
合
も
あ
る
の
か

と
思
っ
た
』
と
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

た
」（
府
職
労
）「
中
小
企
業
振
興
条
例

を
な
か
み
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

『
東
大
阪
市
の
も
の
づ
く
り
を
発
展
さ

せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
に
取
り
組
む
」（
東

大
阪
）
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
憲
法
の
実
行
」は

憲
法
を
学
ぶ
こ
と
か
ら

　

安
倍
政
権
が
露
骨
に
憲
法
改
悪
の
意

思
表
示
を
す
る
な
か
で
「『
憲
法
を
く

ら
し
に
い
か
す
』
学
習
会
を
開
催
し
、

組
合
員
と
市
民
で
意
見
交
流
し
た
」

（
吹
田
）「
保
健
師
と
し
て
25
条
を
守

り
た
い
。
昼
休
み
に
憲
法
学
習
会
を
ひ

ら
き
、
２
０
１
人
が
参
加
」（
府
職

労
）「
本
庁
前
で
の
９
の
日
宣
伝
や
憲

法
学
習
会
の
強
化
な
ど
『
憲
法
を
実
行

せ
よ
』
を
全
面
的
に
推
進
す
る
」（
東

大
阪
）
な
ど
、
改
憲
を
許
さ
な
い
強
い

決
意
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

見
え
て
き
た〝
希
望
の
光
〞

見
え
て
き
た〝
希
望
の
光
〞

憲
法
を
実
行
し
て
輝
か
そ
う

憲
法
を
実
行
し
て
輝
か
そ
う

堺
市
長
選
挙
勝
利
で

「
維
新
政
治
」に
と
ど
め
を

吹田ヘルパー頸肩腕障害・腰痛症
裁判で勝利した長谷川さふみさん


